
講
演
会
開
催
の
お
し
ら
せ

日
時

十
一
月
二
十
日
（
土
）

午
後
二
時
～
午
後
四
時
ま
で

場
所

茅
ヶ
崎
市
役
所
庁
舎

７
Ｆ

大
会
議
室

演
目

住
民
参
加
と
茅
ヶ
崎
海
岸
の
将
来
像

・
海
外
・
国
内
の
先
進
事
例
紹
介

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
・
環
境
教
育

講
師
紹
介

（
日
本
大
学

理
工
学
部

海
洋
建
築
工
学
科

教
授
・
工
学
博
士
）

・
国
際
Ｍ
Ｔ
Ｓ
日
本
支
部
評
議
委
員

・
運
輸
省
（
社
団
法
人

日
本
マ
リ
ー
ナ
・
ビ
ー
チ
協
会
）

優
良
マ
リ
ー
ナ
審
査
委
員

・
運
輸
省
船
舶
技
術
研
究
所
Ｕ
Ｊ
Ｎ
Ｒ
海
洋
構
造
部
門
顧
問

・
神
奈
川
県
港
湾
審
査
議
会
委
員

・
主
な
著
書

「
環
境
想
像
を
め
ざ
す
二
十
一
世
紀
の
海
洋
開
発
」

・
去
る
十
月
十
六
日
に
開
か
れ
ま
し
た
「
第
一
回
茅
ヶ
崎

の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
懇
話
会
・
現
地
見
学
会
」

に
は
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

・
日
本
大
学

近
藤
健
雄
先
生
を
委
員
長
と
し
て
、
公
募

で
の
十
二
名
と
関
係
団
体
か
ら
の
六
名
の
計
十
八
名
の

委
員
で
懇
話
会
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
、
委
員
の
方
々
が
、
様
々
な
か
た
ち
で
海
に
係

わ
り
、
み
な
さ
ん
の
海
に
対
す
る
強
い
思
い
等
の
お
話
を

聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

・
現
地
見
学
会
で
は
、
午
前
中
の
懇
話
会
で
の
資
料
を
片

手
に
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
や
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と
漁
港
の
間
の

最
も
侵
食
が
激
し
い
部
分
等
を
熱
心
に
見
学
し
、
活
発
な

意
見
・
質
問
が
出
ま
し
た
。
事
務
局
と
し
ま
し
て
は
、
天

気
と
交
通
渋
滞
も
心
配
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
が
・
・
・
。

暖
か
い
日
差
し
の
中
で
、
交
通
渋
滞
も
週
末
に
し
て
は
少

な
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
上
段
に
「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
示
し
ま
し
た
。

今
後
続
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

と
共
に
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、
風
邪
な
ど
ひ
か

な
い
よ
う
、
お
体
に
は
気
を
付
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
懇
話
会

事
務
局

（
日
本
工
営
株
式
会
社

地
域
計
画
部
）

田
中
・
九
鬼
・
小
薗
井

み
な
さ
ん
も
、
ご
家
族
、
ご
近
所
の

方
を
お
誘
い
の
上
、み
な
さ
ん
と
茅

ヶ
崎
の
浜
辺
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
！

・中海岸地区の侵食状

況と保全対策

・利用状況

・上位関連計画での位

置づけ

 

 

・住民参加と茅ヶ崎

海岸の将来像 

・ユニバーサルデザ

イン等

・現地踏査

・アンケート調査

・問題点の取りまとめ

・課題マップ作成

午
前
中
は
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
分
庁
舎
５
階
Ｅ
会
議
室
で
、
日

本
大
学
理
工
学
部

近
藤
健
雄
教
授
を
初
め
と
し
て
、
一
般
公

募
お
よ
び
関
係
団
体
に
よ
っ
て
構
成
す
る
委
員
の
方
々
が
十
七

名
（
一
名
欠
席
）
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
神
奈
川
県
湘
南
な
ぎ

さ
事
務
所
か
ら
五
名
、
茅
ヶ
崎
市
役
所
か
ら
六
名
、
ま
た
事
務

局
と
し
て
日
本
工
営
（
株
）
か
ら
五
名
の
合
計
三
十
四
名
に
よ

っ
て
茅
ヶ
崎
海
岸
の
浜
辺
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
開
催
の
あ
い
さ
つ
と
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
代
表
と
し
て
、
神
奈
川
県
湘
南
な
ぎ
さ

事
務
所

引
田
な
ぎ
さ
港
湾
部
長
よ
り
、
海
岸
法
の
改
正
や
全
国

お
よ
び
茅
ヶ
崎
海
岸
の
海
岸
侵
食
の
状
況
等
に
つ
い
て
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
資
料
内

容
説
明
を
行
っ
た
後
、

各
委
員
の
方
々
に
よ
る

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
茅

ヶ
崎
の
海
と
の
係
わ
り

や
、
昔
の
茅
ヶ
崎
海
岸

の
様
子
を
お
話
し
て
頂

き
、
み
な
さ
ん
の
茅
ヶ

崎
海
岸
へ
の
思
い
が
た

い
へ
ん
大
き
な
も
の
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。

午
後
は
、
１
時
に

茅
ヶ
崎
市
役
所
を

出
発
し
、
茅
ヶ
崎
ヘ

ッ
ド
ラ
ン
ド
・
茅
ヶ

崎
海
岸
海
水
浴
場

周
辺
・
柳
島
消
波

堤
・
平
塚
ビ
ー
チ
パ

ー
ク
の
順
に
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

天
気
に
も
恵
ま

れ
て
、
ま
た
交
通
渋
滞
も
そ
れ
ほ
ど
激
し
く
な
く
、

予
定
通
り
に
見
学
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で
は
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク

の
上
で
、
お
弁
当
を
広
げ
る
家
族
づ
れ
や
日
光
浴
を

す
る
若
者
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
茅
ヶ
崎
海
岸
海
水
浴

場
で
は
、
中
海
岸
地
区
で
最
も
侵
食
が
激
し
い
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
場
所
で
、
砂
浜
が
大
変
狭
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
み
て
、
み
な
さ
ん
の
海
岸

侵
食
に
対
す
る
危
機
感
が
一
層
高
ま
っ
た
よ
う
に
思

え
ま
す
。
柳
島
消
波
堤
は
、
釣
り
を
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
本
施
設
は
現
在
整
備
中

で
あ
り
ま
す
が
、
計
画
の
延
長
は
８
０
０
ｍ
に
お
よ

び
ま
す
。

こ
の
大
規
模
な
海
岸
保
全
対
策
事
業
の
事
業
費

を
お
聞
き
し
て
、
驚
い
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
…
。

平
塚
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
は
、
ま
だ
夏
の
興
奮
が
冷
め

や
ま
な
い
？
若
者
た
ち
が
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
日
光
浴
を
し
て
お
り
、
大
変
な
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
夏
の
雰
囲
気
を
も
う

一
度
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

平
塚
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
を
見
学
し
た
後
は
、
茅
ヶ
崎

市
役
所
に
戻
り
、
３
時
半
近
く
に
市
役
所
に
て
解
散

と
な
り
ま
し
た
。

移
動
中
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
中
で
は
、
海
岸
に
対

す
る
活
発
な
ご
意
見
が
出
さ
れ
、
委
員
の
み
な
さ
ん

の
海
へ
の
意
識
が
た
い
へ
ん
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
中
で
、
ま
る
で
修
学
旅

行
の
学
生
か
の
よ
う
に
話
に
花
が
咲
き
、
活
発
な
意

見
交
換
を
し
、
茅
ヶ
崎
海
岸
の
問
題
点
や
課
題
点
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
交
流
も
深
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

柳島海岸

平塚ビーチパーク 
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午前の部（10:00～12:00） 
１．開会 
２．委員長の紹介とあいさつ 
３．委員紹介 
４．オブザーバーの紹介とあ
いさつ 

５．内容説明 
６．意見交換 
 
午後の部（13:00～15:30） 
現地見学会 
・市役所をマイクロバスにて
出発 
・茅ヶ崎中海岸 見学 
・柳島消波堤 見学 
・その他 

・市役所にて解散



我
が
国
の
海
岸
制
度
は
、
昭
和
三
一
年
の
海
岸
法

の
制
定
に
よ
り
、
海
岸
四
省
庁
（
農
林
水
産
省
、
水

産
庁
、
運
輸
省
、
建
設
省
）
に
よ
る
海
岸
管
理
が
開

始
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
来
襲
す
る
台
風
の
被
害
や
大

地
震
に
よ
る
高
潮
等
か
ら
、
海
岸
の
背
後
地
の
多
く

の
人
命
や
資
産
を
防
護
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
岸
侵
食
へ
の
対
応
や
社
会
的
な
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
海
岸
環
境
に
配
慮
し
た
海
岸
整
備
、
利

用
し
や
す
い
海
岸
整
備
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
環
境
意
識
や
心
の
豊
か
さ
へ
の
要
求
が

高
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
海
へ
の
油
流
出
へ
の
適
切

な
対
応
や
、
車
の
乗
り
入
れ
等
に
よ
る
動
植
物
の
生

息
す
る
自
然
空
間
の
破
壊
な
ど
、
種
々
の
問
題
が
生

じ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し

た
海
岸
の
計
画
制
度
や
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

明
確
化
な
ど
、
海
岸
の
整
備
・
管
理
の
よ
り
一
層
の

充
実
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
海
岸
四
省
庁
共
同

で
設
置
し
た
海
岸
管
理
検
討
委
員
会
よ
り
、
平
成
一

〇
年
一
二
月
「
美
し
く
、
安
全
で
、
い
き
い
き
し
た

海
岸
を
目
指
し
て
」
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
点
は
、
「
海
岸
の
災
害
か
ら
の
防
護

の
た
め
の
海
岸
保
全
の
実
施
」
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
、

「
防
護
・
環
境
・
利
用
の
調
和
の
と
れ
た
総
合
的
な

海
岸
管
理
制
度
の
創
設
」
と
し
、
ま
た
「
地
域
の
意

見
を
反
映
し
た
海
岸
整
備
の
計
画
制
度
の
創
設
」
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
懇
話

会
」
に
お
い
て
も
、
災
害
か
ら
の
防
護
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
環
境
面
・
利
用
面
も
考
慮
に
入
れ
、
住
民

の
み
な
さ
ん
を
中
心
と
し
て
「
い
き
い
き
し
た
茅
ヶ

崎
海
岸
」
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

海岸侵食の進行 海岸環境への認識の高まり

地方分権化の推進海岸性レクリエーション需要の増大

「
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く
り
懇
話
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

・以前から海岸侵食の問題には関心を持って

おり、シンポジウム等も開いています。

・漁港の建設が侵食の要因に係わっているの

ではないでしょうか？

・動植物にも関心があります。（井川委員）

・中海岸について最近思うことはゴミ

問題です。今年は流木も大きな問題

となりました。（伊沢委員）

・専門は建築で、バリアフリーを考

慮した施設づくりに興味を持っ

ています。

・ヘッドランド近くのボードウォー

クは、利用面では効果があった

と思います。（伊富貴委員）

・昔は今の遊歩道のあるところ

から、海辺まで２，３回休ま

ないとつかない状態でした。

ハマグリも採れました。（加

藤委員）

・茅ヶ崎海岸は、この14,15年で随分

砂浜が減ったように思えます。 

・ゴミ問題はどうにでもできるが、と

にかく砂浜の保全には力を入れるべ

きだと思います。（柴田委員） 

・職業は、海外の輸送関係をしており、今

までブラジルやシンガポールに駐在し

ていました。

・茅ヶ崎・平塚といえば、外国の方も来る

ので交流の場として、ひとつのポイン

トの場としての整備を行ったらよいの

ではないでしょうか。（島田委員）

・ほのぼの共和国やヘッドランドをよく

利用します。 

・最近は、トイレも整備されました。し

かし、身障者用のトイレで健常者が

着替えに使っていることがあって困

ります。（鈴木 葦津彦委員）

・茅ヶ崎で30年サーフィンをやっています。 

・茅ヶ崎は全日本のサーフィン大会で過去７名

のチャンピオンを出しています。 

・その伝統を守りながら、よい砂浜を残してい

きたいと思います。（鈴木 正委員）

・以前に、堤防が決壊する寸前に木材

を組んだもので、砂浜の流失を防ぐ

ものがあると聞いたことがあります

（下記参照）。

・何か安くて効果的な構造物が考えら

れないかと思います。（馬場委員）

・スポーツ指導員をしています。

これからも茅ヶ崎海岸を維持

し、スポーツ施設等の利用面も

含めて考えていきたいと思い

ます。（広瀬委員）

・海水取水管のメンテナンス工事の仕

事をしていて、日本、外国の海を見

ています。その中でも、茅ヶ崎の海

はあまりきれいではありません。

・山では、ゴミは各自持ち帰ります。

海岸でもゴミ箱を減らしたほうがよ

いのでは。（吉川委員）

・海と砂と松林にひかれて茅ヶ

崎にやってきました。

・近年は、宅地化が進行して、

海風を感じることができな

くなりました。（吉田委員）

・砂浜の砂の減少を防ぐのが第一

で、次に環境の点を考えるので

はと思います。

・毎年浜辺が狭くなりそれを防ぐ

には、物理的に防ぐしかないの

ではと思います。（西川委員）

・ハマゴウ（※下記参照）という植物があり

ますが、サイクリングロードの修復工事

があり、砂浜を掘り返したためほとんど

見られなくなりました。

・浜辺の自然をどのように維持していったら

よいのかということを考えた浜辺を創っ

ていきたいと思います。（高澤委員）

・４年前から市民参加によるまちづくり研

究会に参加しています。

・茅ヶ崎海岸から富士への眺望は、日本一

ではないかと思います。

・砂浜があって、その後ろに富士山が見え

るという海とセットになっている茅ヶ崎

ならではの景観です。（高見澤委員）

富士山の方向

○

懇
話
会
設
立
の
背
景

茅
ヶ
崎
海
岸
は
、
湘
南
海
岸
を
代
表
す

る
美
し
い
海
岸
で
あ
り
、
海
水
浴
や
マ
リ

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
首
都
圏

近
郊
の
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
茅
ヶ
崎
海
岸
は
、
海
岸
侵
食
が
激

し
く
、
中
で
も
茅
ヶ
崎
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
と

茅
ヶ
崎
漁
港
の
間
に
挟
ま
れ
た
中
海
岸

地
区
で
は
、

年
代
か
ら
始
ま
っ
た
海

岸
侵
食
が
と
ま
ら
ず
、
砂
浜
が
や
せ
る
と

と
も
に
、
沖
合
い
で
も
土
砂
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ま

で
茅
ヶ
崎
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
ド
を
始
め
と
し

て
様
々
な
海
岸
保
全
対
策
が
実
施
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
海
岸
法
の
改
正
に
よ
り
、「
被

害
か
ら
の
海
岸
の
防
護
」
に
「
海
岸
環
境

の
整
備
と
保
全
」
及
び
「
公
衆
の
海
岸
の

適
正
な
利
用
」
を
総
合
的
に
果
た
す
こ
と

が
計
画
制
度
の
見
直
し
の
中
で
加
え
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。（
海
岸
保
全

基
本
方
針
の
策
定
）

そ
れ
を
受
け
た
計
画
策
定
に
お
い
て
、

学
識
経
験
者
や
関
係
市
町
村
長
及
び
関

係
海
岸
管
理
者
の
意
見
聴
取
手
続
な
ら

び
に
関
係
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
の
措
置
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。（
海
岸
保
全
基
本
計

画
の
策
定
）

○

懇
話
会
の
目
的

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
公
募
で
選
出

さ
れ
た
海
岸
に
対
し
て
意
識
の
高
い
茅

ヶ
崎
市
在
住
の
市
民
十
二
名
と
、
関
係
団

体
の
代
表
者
六
名
か
ら
構
成
さ
れ
る

人
々
に
よ
っ
て
、
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海

岸
地
区
）
を
対
象
に
海
岸
防
護
環
境
、
利

用
を
含
め
た
多
様
な
面
か
ら
み
た
問
題

課
題
の
抽
出

整
理
を
、
学
習
会
や
現
地

見
学
会
を
通
し
て
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

○
事
務
局

「
茅
ヶ
崎
の
浜
辺
（
中
海
岸
地
区
）
づ
く

り
懇
話
会
」
事
務
局
と
し
て
、
本
年
度
（
平

成
十
二
年
三
月
ま
で
）
は
、
日
本
工
営
株

式
会
社

地
域
計
画
部

田
中
（
章
）、
九

鬼
、
小
薗
井
が
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

事
務
局
連
絡
先電

話
番
号

番
号


